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［研究研修係］ 

１．運営の重点 

（１）研究主題の解明を仮説に基づき行い，校内研究の企画・立案及び具体研究の推進にあたる。 
（２）実践を確かなものにするために研究授業を企画・立案し，部内と連携を図りながら研究を

行う。 
（３）研究の方向，内容を確認し合うために研修日等に交流し，共通理解を図る。 
（４）研究のまとめとして，研究集録を年度末に発行する。 
（５）コンピュータを中心とした教育機器の活用方法の研修と実践力の強化を図る。 
（６）石教研，石教振への取り組みを強化し，各種研究会への積極的な参加体制をつくるととも

に，還流活動に努める。 
（７）学校ホームページの運営と管理を行う。 
（８）特認２０周年自主公開研の計画と実施。 

 

２．研究主題 

「１人１人を大切にし，確かな学力の向上を保障する授業」 
～子供たち１人１人に確かな学力を保障する生振小２０の方法～ 

 

３．主題設定の理由 

＜平成１４，１５年度の研究の成果と児童の実態から＞ 
 
 本校では平成１４年度と１５年度，「地域の自然・文化・歴史とかかわり、自らの考えで課題
を解決する子供の育成」を研究主題として生活科，総合的な学習の時間の研究に取り組んできた。 

   これまでの実践の結果，子供たちは友達や地域の方々など，様々な人との関わりを通した体験活
動に自分の考えを持ってのぞむことができるようになった。そして，調べ方が上達したり，協力
して学習の成果をまとめたりと子供たち一人一人に向上的な変容が見られた。また，２年間の研
究の成果として総合的な学習の時間の年間カリキュラム，情報学習のカリキュラムの作成。学年
毎に広がりを持たせたテーマを扱う追求学習など総合的な学習の時間における指針をまとめる
ことができた。 
 その一方，学習の構えができていない子供や基礎学力が不足しているために学びを深めること
ができなかったり，自分の思いを表現しきれなかったりする子供もいる。学校は，このような子
供を含めた全ての子供たちに自ら学ぶ力を保障しなければならない。 
 そのためには，「読み・書き・計算」をはじめ各教科における基礎的な知識や技能，態度など
の「基礎学力」の定着を図ることが不可欠である。とりわけ国語科における読む，書く，話すな
どの言語能力，あるいはその前提となる言語事項や算数科における計算力などは，様々な分野の
学びに関連，発展していく土台となる学力であると言える。このような学びの土台となる「基礎
学力」，「教科の基礎・基本」，「自ら学ぶ力」をすべての子供たちに身につけさせるために，学校
としての学力保障システムを構築する必要があると考えた。 

    よって，今年度から３年間の研究主題を「１人１人を大切にし，確かな学力の向上を保障する
授業」とし，「基礎学力」から「自ら学ぶ力」までの学力を保障するための手順・方法・考え方
を体系的に研究する。この研究主題のもとで子供に学力を確実につける教材や指導法などを研究
し，「子供たち１人１人に確かな学力を保障する生振小２０の方法」としてシステム化する。 
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４．めざす子供像 

・進んで物事にあたり，粘り強く最後までやりぬく子 
・学習の仕方を身につけ，意欲的に聞き，考え，調べる子 
・物事を主体的に判断し，はっきりと表現する子  

 

５．研究仮説 

基本的な生活習慣，基礎学力，基礎・基本の指導から自ら学ぶ力の育成までの取り組みを
システム化することで子供たち１人１人に確かな学力を保障することができる。 

 

＜具体仮説＞ 
① 読・書・算の反復練習の時間を特設し，効果的な指導を行うことで基礎学力の定着を図る

ことができる。また，基礎学力の徹底により教科の学力を向上させることができる。 
 

② 説明を少なくし，テンポよく変化のある繰り返しで授業をすることで基礎・基本の学力の
定着を図ることができる。 

 

③ 基礎・基本の学力を身につけることで，自ら学ぶ力を高めることができる。 
 

６．年次計画 

＜３年計画＞ 
 

１年次…「１人１人を大切にし，確かな学力の向上を保障する授業」（平成１６年度） 
        ～子供たち１人１人に確かな学力を保障する生振小２０の方法 
       ・国語科，算数科を中心とした基礎学力の保障システムの構築 
 

２年次…「１人１人を大切にし，確かな学力の向上を保障する授業」（平成１７年度） 
        ～子供たち１人１人に確かな学力を保障する生振小２０の方法 
     ・算数科，国語科を中心とした基礎・基本の学力を確実に身につけさせる指導法 
 

３年次…「１人１人を大切にし，確かな学力の向上を保障する授業」（平成１８年度） 
        ～子供たち１人１人に確かな学力を保障する生振小２０の方法 
        ・基礎・基本の学力の応用 
       ・教科と総合的な学習の時間の関連 
 

７．今年度の研究内容 

（１）全教育活動を通して徹底させる基礎学力の取り組み 
（２）国語科を中心とした取り組み 
（３）算数科を中心とした取り組み 
（４）総合的な学習の時間を中心とした取り組み 
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８．研究方法 

（１）全体研修会 
・研究主題解明のための，具体的推進計画・理論研究を深め共通理解を図る場とする。 
・研究の深化・定着を図るため，各教科部会・学年の実践交流・実践検証の場とする。 

 

（２）全校授業研（特認２０周年自主公開研，指導主事訪問） 
・授業者（学年）とブロック部会で十分な検討を行い，研究仮説に基づき研究主題を解明

する。 
・授業案の作成と話し合いの手順 
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・全校事前研では，授業案の説明を授業者・ブロック部会で担当し，討議の柱をおさえて
課題や問題などを協議する。 

・授業分析は，授業の視点にそって観察し，教師の働きかけ，児童の活動などの記録をと
る。 

・全校事後研では，授業記録を基に事前研究で課題として提起された内容を話し合う。ま
た，成果や課題を記録化して研究集録に載せる。 

 

（３）実技研修会 
・日常実践上の授業の効率化を図るため技術の向上に重点を置き，研修を進める。 
・指導法を習得するための研修では，実際に子どもになって体験する。指導者になって指

導をする。 
 

（４）授業実践交流会 
・指導技術向上のためお互いの授業を見合う場を設定し，交流する。 

 

（５）ブロック研修会 
・２ブロック（低・高）に分かれ研究し，実践を積み上げていく。 

 

（６）研究推進委員会 
・研修係と部会責任者，教頭，校長で構成し研究の円滑な推進にあたる。 
・各ブロックの実践交流を深めるための連絡・調整や研究企画を協議する。 

 

（７）研究組織図 
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（８）研究図書 
・職員研修・研究図書は予算内で年度中に購入する。 

 

９．研究出張に関すること 

（１）各種研究会，研修会に参加した成果を文書あるいは口頭で報告し全体への還流を図る。 
（２）研究会，研修会の参加申しこみは，研修係を通し校長の承認を得る。 
（３）石教振，石教研，教育委員会主催，北海道教育研究所，理科センターなどの研修の機会を

積極的に生かす。 
 

１０．研究年間計画 

◆◆◆◆    １１１１学期学期学期学期    （（（（    ８８８８    回回回回    ））））    内内内内                                                                                                                    容容容容    

１ ４月  ９日（金） 研究の具体内容提示。研究体制の確立 

２ ４月 ２８日（水） パソコン研修（デジタルカメラ） 

３ ５月 １２日（水） 教材・教具研修 

４ ５月 ２６日（水）  評価基準，理論研修 

５ ６月  ２日（水） ブロック研修 

６ ６月 ２３日（水） 各学年の研究計画交流 

７ ７月 １４日（水） １学期の実践交流 

８ ７月 ２１日（水） パソコン研修（ホームページ作成） 

◆◆◆◆    ２２２２学期学期学期学期    （（（（    ９９９９    回回回回    ））））    内内内内                                                                                                                    容容容容 

９ ８月 ２３日（月）  ２学期の実践について 

１０ ９月 ２２日（水） 全校研原案提示 

１１ ９月 ２９日（水） ブロック研修（指導案検討） 

１２ １０月  ６日（水）  ブロック研修（指導案検討） 

１３ １０月 ２７日（水）  全校研 事前研 

１４ １１月 １０日（水） 指導案最終確認，ブロック研修 

１５ １１月 ２４日（水）  研究会準備 

 １１月 ２６日（金） 特認開校２０周年自主公開研究会 

１６ １２月 １５日（水） 全校研 事後研 

１７ １２月 ２２日（水）  パソコン研修（ホームページ作成） 

◆◆◆◆    ３３３３学期学期学期学期    （（（（    ３３３３    回回回回    ））））      内内内内                                                                                                                    容容容容 

１８ １月 ２６日（水）  ２学期の実践交流 

１９ ２月  ２日（水）  今年度研究のまとめ 

２０ ２月 ２３日（水）  新年度計画提示 

 


